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■■今月サイトにアップした、新データ＆シーズンデータ今月サイトにアップした、新データ＆シーズンデータ
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リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループ

のマーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、

効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

■くらしHOW ニュース＆トピックス

[女性全体]

* 母と娘の関係（関西）

* コンタクトレンズ（全国）

[主婦データ]
* 食料品の買い物（全国）

* ミセスの読書＜よく読む本＞（全国）

[幼稚園児ママデータ]
* ママの情報収集源―買い物・子供の習い事・レジャー（全国）

* ママの価値観（全国）

* 家族旅行（首都圏）

[ＯＬデータ]
* ＵＶケア・美白ケア（首都圏）
* ダイエット（首都圏）

女性が見える、明日が見える
女性マーケティングデータサイト

女性が見える、明日が見える
女性マーケティングデータサイト くらしHOW http://www.kurashihow.co.jpくらしくらしHOWHOW http://www.kurashihow.co.jp

マンスリーレポート

2008.07

* リビング新聞グループのメディア 「リビング新聞」 「シティリビング」 「あんふぁん」
と、「リビングくらしHOW研究所」の調査データです

＜サイトでご覧いただける、そのほかのデータ＞

[主婦データ]
* スーパーの買い物の情報収集（全国）

*ミセスの読書＜本選び＞（全国）

* ミセスの読書＜本の購入＞（全国）

* ミセスの読書＜本をめぐる家族の会話＞（全国）

[幼稚園児ママデータ]
* ママのプロフィル（首都圏）

* ママの最近の興味・関心事（全国）

[ＯＬデータ]
* ドリンク剤（首都圏）

* 水虫（首都圏）

●「リビングプロシード」サイトが7/11、リニューアルオープンしました

●団塊ミセス＋団塊ジュニアミセス「20のお買い物語」を発行しました

●ペットの夏対策が大変！ （7/31実施：97件）

■リビングの毎日がマーケティング・ライフ！

●●詳細はサイト「くらしHOW」でご覧ください

●ただいま、旅行計画に役立つ？アンケートを実施中

●「だし」なエコでも、いいですか？

●「がまんできないニオイ」は隣の家のベランダのニオイ

■くらしＨＯＷモニター会議室<７月のデータアクセスランキング>
①食料品の買い物調査 …食料品の買い物に行く頻度は「３～４日に１回」34.0％

②エステティックサロンの利用調査 ③ミセスの読書＜よく読む本＞調査

＜2008.07.31発行＞



調査期間 ： 2008年3月15日実施
調査方法 ： リビング新聞大阪（大阪・神戸）紙面にアンケートを掲出
集計数 ： 1,156人／大阪・神戸圏の女性（母もしくは娘のいる人）

女性全体（2008年/関西）
「母と娘の関係」 アンケートサマリー

グラフ２ 娘と仲が良い？（n=374)グラフ１ 母と仲が良い？（n=919)＜仲の良さ＞
母と仲が良いと感じている「娘」は、９割以上
娘と仲が良いと感じる「母」も、９割以上

関西の女性1,156人に、母と仲が良いかについて聞いたところ、「とても良い」42.1％、「良
い」50.1％となり、「とても良い」＋「良い」をあわせた「母と仲が良いと感じている娘」は、
92.2％となった（グラフ１）。

また、娘と仲が良いかについて聞いたところ、「とても良い」52.4％、「良い」44.1％となり、「と
ても良い」＋「良い」をあわせた「娘と仲が良いと感じている母」は、96.5％となった（グラフ２）。
「母」側としても、「娘」側としても、関係は非常に良好といえる。

＜電話やメールでのやりとり＞
母と電話やメールでやりとりをする「娘」は、８割以上
娘と電話やメールでやりとりをする「母」は、９割以上

母と電話やメールでやりとりをするかについて聞いたところ、「よくある」44.5％、「ある」
39.0％となり、「よくある」＋「ある」をあわせた「母と電話やメールでやりとりをする人」は、
83.5％となり、8割以上がやりとりをしている（グラフ３）。

また、娘と電話やメールでやりとりをするかについて聞いたところ、「よくある」68.4％、「あ
る」27.3％となり、「よくある」＋「ある」をあわせた「娘と電話やメールでやりとりをする人」は、
95.7％となり、9割以上がやりとりをしている（グラフ４）。

自分が「母」として「娘とのメールをやりとりする」の回答が1割ほど多くなった。これは、40
代・50代以上の回答者は母がすでに高齢な場合があることの影響があるかもしれない。

＜回答者プロフィル＞
●年齢：20歳代11.8％、30歳代36.1％、40歳代26.5％、50歳代以上25.7％。
●職業：主婦54.3％、パート・アルバイト21.9％、フルタイム16.8％、自営・自営業2.8％、
在宅ワーカー2.2％、その他2.1％。
●未既婚：未婚11.0％、既婚87.2％、不明1.8％。

＜調査実施＞リビング新聞（大阪）
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グラフ３ 母と電話やメールでやりとりすることはある？

（n=920)

グラフ４ 娘と電話やメールでやりとりすることはある？
（n=373)
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リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430
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＜一緒にお出かけ＞
「娘」として、母と一緒に出かける人は７割以上。よく出かける場所TOPは、「買い物」81.9％
「母」として、娘と一緒に出かける人は９割以上。よく出かける場所TOPは、「買い物」89.5％
母と一緒に出かけることはあるかを聞いたところ、「よくある」27.2％、「ある」45.8％となり、
「よくある」+「ある」をあわせた「母と一緒に出かける娘」は、73.0%となった（グラフ５）。また、よ
く出かける場所を聞いたところ、TOPは「買い物」81.9％となり、ついで「外食」59.1％、「国内旅
行」20.4％となった（グラフ６）。
娘と一緒に出かけることはあるかを聞いたところ、「よくある」44.8％、「ある」49.9％となり、
「よくある」+「ある」をあわせた「母として娘と一緒に出かける人」は、94.7％となった（グラフ７）。
また、よく出かける場所を聞いたところ、TOPは「買い物」89.5％となり、ついで「外食」63.4％、
「国内旅行」28.9％となった（グラフ８）。
お出かけについては、「母」としての回答と「娘」としての回答に、2割ほど差がでた。30代～
40代が中心回答者であるため、「母」と同居しているケースより「娘」と同居しているケースが
多いことが、影響していると推察できる。

＜モノの貸し借り＞
「娘」として、母とモノを貸し借りする人は４割以上。貸し借りするモノTOPは、「洋服」51.0％
「母」として、娘とモノを貸し借りするは人は約７割。貸し借りするモノTOPは、「洋服」64.3％
母とモノを貸し借りすることはあるかを聞いたところ、「よくある」10.3％、「ある」31.5％となり、
「よくある」＋「ある」をあわせた「娘として母とモノを貸し借りする人」は41.8％となった（グラフ
９）。また、具体的に貸し借りするモノを聞いたところ、TOPは「洋服」51.0％となり、ついで「鞄」
46.6％、「アクセサリー」20.3％となった（グラフ11）＜＊FA回答を、コーディングして集計＞。
娘とモノを貸し借りすることはあるかを聞いたところ、「よくある」22.0％、「ある」45.6％となり、
「よくある」＋「ある」をあわせた「娘とモノを貸し借りする母」は、67.6％となった（グラフ10）。ま
た、具体的に貸し借りするモノを聞いたところ、TOPは「洋服」64.3％となり、ついで「鞄」48.2％、
「アクセサリー」23.6％となった。（グラフ12）＜＊FA回答を、コーディングして集計＞。
これも約26ポイントの差が出たがこれは「お出かけ」と同様の傾向理由によるものと思われる。
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調査期間 ： 2008年3月15日実施
調査方法 ： リビング新聞大阪（大阪・神戸）紙面にアンケートを掲出
集計数 ： 1,156人／大阪・神戸圏の女性（母もしくは娘のいる人）

女性全体（2008年/関西）
「母と娘の関係」 アンケートサマリー

2/4

グラフ５ 母と一緒に出かけることはある？（n=921)

グラフ７ 娘と一緒に出かけることはある？（n=373)

グラフ６ 母とよく出かける場所は？（n=814)

グラフ８ 娘とよく出かける場所は？（n=363)

グラフ10 娘とモノを貸し借りすることはある？（n=373)

グラフ12 娘と具体的に貸し借りするモノは？（n=199)
＊FAから、コーディング 「家電製品」は出現しなかった
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グラフ９ 母とモノを貸し借りすることはある？（n=918)
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リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

グラフ11 母と具体的に貸し借りするモノは？（n=290)
＊FAから、コーディング
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調査期間 ： 2008年3月15日実施
調査方法 ： リビング新聞大阪（大阪・神戸）紙面にアンケートを掲出
集計数 ： 1,156人／大阪・神戸圏の女性（母もしくは娘のいる人）

女性全体（2008年/関西）
「母と娘の関係」 アンケートサマリー

＜お互いへのアドバイス＞
娘として母とお互いにアドバイスをしあうのは、5割以上
アドバイスするものTOPは、「ファッション」64.6％

母とお互いにファッション、化粧などでアドバイスをしあうことがあるかについて聞いたところ、
「よくある」14.6％、「ある」36.7％となり、「よくある」＋「ある」をあわせた「母とアドバイスをしあ
う娘」は、51.3％となった（グラフ13）。また、具体的にアドバイスするものを聞いたところ、TOP
は「ファッション」64.6％となり、ついで「化粧品」22.4％、「メイク方法・スキンケア」18.8％となっ
た（グラフ15） ＜＊FA回答を、コーディングして集計＞ 。

母として娘とお互いにアドバイスをしあうのは、7割以上
アドバイスするものTOPは、「ファッション」59.7％

娘とお互いにファッション、化粧などでアドバイスをしあうことがあるかについて聞いたところ、
「よくある」30.7％、「ある」43.3％となり、「よくある」＋「ある」をあわせた「娘とアドバイスをしあ
う母」は、74.0％となった（グラフ14）。また、具体的にアドバイスするものを聞いたところ、TOP
は「ファッション」59.7％となり、ついで「メイク方法・スキンケア」25.4％、「化粧品」17.9％となっ
た（グラフ16） ＜＊FA回答を、コーディングして集計＞ 。
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グラフ13 母とお互いにファッション、化粧などで
アドバイスをしあうことは？（n=916)

グラフ15 娘として母と具体的にアドバイスしあうもの
は？（n=192)

＊FAから、コーディング

グラフ14 娘とお互いにファッション、化粧などで
アドバイスをしあうことは？（n=374)

グラフ16 母として娘と具体的にアドバイスしあうものは？
（n=67)

＊FAから、コーディング 「ネイル」は出現しなかった
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効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。
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＜一緒に料理＞
母と一緒に料理をする人は、６割以上。母に教えてもらった“母の味”がある人は、7割以上。
教えてもらった“母の味”の具体的内容のTOPは、「煮物」14.6%（件数ベース）

母と一緒に料理をするかについて聞いたところ、「よくある」25.2％、「ある」40.9％となり、
「よくある」＋「ある」をあわせた「娘として母と一緒に料理をする人」は、66.1％となり、6割以上
が一緒に料理をしている（グラフ17）。また、母に教えてもらった“母の味”があるかについて
聞いたところ、「はい」72.0％となった（グラフ18）。
“母の味”の具体的な内容について聞いたところ、TOPは「煮物」14.6％となり、ついで「肉
じゃが・筑前煮」7.2％、「寿司類」6.9％、「汁物」6.8％、「炊込ご飯・丼物」5.1％となった。7位に
あがった「漬物・佃煮」4.7％では、関西地方ならではの「いかなごのくぎ煮」という声が多くあ
げられた（グラフ21）＜＊FA回答を、コーディングして集計＞。

母として娘と一緒に料理をする人は、約９割 。“母の味”のなかで、娘に教えたいと思うもの
がある人は、９割以上。娘に教えたい“母の味”の具体的内容のTOPは、「煮物」14.8％（件数
ベース）
娘と一緒に料理をするかについて聞いたところ、「よくある」47.1％、「ある」42.8％となり、「よ
くある」＋「ある」をあわせた「母として娘と一緒に料理をする人」は、89.9％となり、約９割が一
緒に料理をしている（グラフ19）。また、“母の味”のなかで、娘に教えたいと思うものがあるか
について聞いたところ、「はい」94.1％となった（グラフ20）。
娘に教えたい“母の味”の具体的な内容について聞いたところ、TOPは「煮物」14.8％となり、
ついで「肉じゃが・筑前煮」8.0％、「寿司類」6.7％、「お節（料理）」6.6％、「汁物」5.5％となった
（グラフ22）。上位にあげられた内容と前頁の、教えてもらった“母の味”とを比較してみると、
あまり差はみられないが、娘に教えたい味として「お節（料理）」がやや高い傾向がみられた
＜＊FA回答を、コーディングして集計＞。

調査期間 ： 2008年3月15日実施
調査方法 ： リビング新聞大阪（大阪・神戸）紙面にアンケートを掲出
集計数 ： 1,156人／大阪・神戸圏の女性（母もしくは娘のいる人）

女性全体（2008年/関西）
「母と娘の関係」 アンケートサマリー

グラフ17 母と一緒に料理することはある？（n=917) グラフ18 母に教えてもらった”母の味”はある？（n=1,091)

全くない
8.7%

ほとんど
ない
25.2%

ある
40.9%

よくある
25.2%

66.1%

いいえ
28.0%

はい
72.0%

グラフ19 娘と一緒に料理することはある？（n=374) グラフ20 ＜グラフ18「はい」と回答＞“母の味”のなかで、
娘に教えたいと思うものはある？（n=628)

全くない
0.8%

ほとんど
ない
9.4%

ある
42.8%

よくある
47.1%

89.9%

いいえ
5.9%

はい
94.1%

グラフ21 あなたが教えてもらった“母の味”の具体的内容は？（総件数：1,140件) （回答者数：690／無回答数：95）
＊FAから、コーディング

グラフ22 娘に教えたい“母の味”の具体的内容は？（総件数：778件) （回答者数：539／無回答数：246）
＊FAから、コーディング

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430
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全国の女性1775人に視力矯正とコンタクトレンズについて聞いた。

＜「目が悪くなった」と感じるとき＞
「目が悪くなった」と感じるのはどんな時かを聞いたところ、「遠くのものが見えにくいとき」が
37.2％と最も多く、次いで「文字がかすんで見えるとき」31.0％、「目が疲れやすくなってきたとき」
18.7％となった（グラフ①-1）。

年代別でみると、 「遠くのものが見えにくいとき」を選んだのは若い年代ほど多くなっており、20
代では54.4％と半数以上であった。また、「文字がかすんで見えるとき」は、年代が高いほど多く、
50代・60代以上で約半数を占めた。 （グラフ①-2）

＜視力矯正について＞
近視や遠視、乱視、老眼などで視力矯正を「している」のは87.8％ （グラフ②） 。
年代別でみると、視力矯正をしているのは年代が高いほど多い傾向がみられるが、最も少ない20
代でも84.4％と高い数値となった。

視力矯正商品を使用しているのは、約９割。視力矯正商品を使用（または購入）している人に主
に何を使っているかを聞いたところ、１位は「めがね」36.1％。２位は「コンタクトレンズ（ハード）」
30.1％、３位は「コンタクトレンズ（使い捨て）」20.1％となった（グラフ③-1） 。

年代別にみると、30代以上では年代が高いほど「めがね」の割合が高く、60代以上では７割近い。
「コンタクトレンズ（ハード）」は、30代～60代以上で約３割前後と高い使用率となっている。また、20
代～50代の「コンタクトレンズ（ソフト）」「コンタクトレンズ（使い捨て）」では、ともに年代が若いほど
使用率が高く、年代ごとの特徴がみられる。また20代では、30代よりも「めがね」の割合が多くなっ
ており、 「コンタクトレンズ（使い捨て）」の利用も３割以上と高い（グラフ③-2） 。
年代ごとの使用率の差は、視力矯正商品の発売開始時期やファッションとの関連も大きいと考
えられる。

現在「めがね」を使用している人に、コンタクトレンズを使用していない理由を聞くと、「ケアが面
倒だから」が29.5％で最も多く、次いで「怖いから」17.8％、「目が疲れそうだから」17.6％となった
（グラフ④） 。「その他」では、「コンタクトレンズが合わない」（23件）、「めがねとコンタクトを併用し
ている」（13件）、「目がかわく」（7件）などの声があった。
年代別でみると、 「ケアが面倒だから」は年代が高いほど多く、「目が疲れそうだから」は若い年
代ほど多くなった。

コンタクトレンズを使用している人に、コンタクトレンズを装着するときや、している間に不快だと
思うことを聞いてみると、「目やレンズの乾き」が63.4％と最も多く、次いで「ゴロゴロ感」45.2％、「目
の疲れ」43.9％、「レンズの曇り」39.0％が高い割合となった。
年代別にみると、 「目やレンズの乾き」 「ゴロゴロ感」「目の疲れ」の３項目は若い年代ほど不快
に感じていることがわかった。「レンズの曇り」は、どの年代においても３割～4割以上であった（グ
ラフ⑤） 。

調査期間 ： 2008年5月15日～21日実施
調査方法 ： リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」でのWEBアンケートを実施
集計数 ： 1775人／全国の女性

女性全体（2008年/全国）
「コンタクトレンズ」 アンケートサマリー

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。
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グラフ②
近視や遠視、乱視、老眼など
で視力矯正をしていますか？

（n=1767)

グラフ①-１ 「目が悪くなった」と感じるのはどんな時？
（ｎ=1768）

グラフ④ コンタクトレンズを使用していない理由は？
（ｎ=393）

年代別

グラフ①-2 「目が悪くなった」と感じるのはどんな時？

全体

（％）

年代別

（％）

している
87.8%

していない
12.2%

グラフ③-1
視力矯正には主に何を
使っていますか？（n=1554)
＜現在、視力矯正商品を使用（購入）している人のみ＞

グラフ③-2
視力矯正には主に何を使っていますか？

＜現在、視力矯正商品を使用（購入）している人のみ＞

グラフ⑤ コンタクトレンズを装着するときや、している間に
不快だと思うことは？（複数回答）

全体

（％）

＜現在、視力矯正にめがねを使用している人のみ＞

＜現在、視力矯正にコンタクトレンズを使用している人のみ＞

（％）



＜コンタクトレンズの購入＞
現在使用（購入）しているコンタクトレンズのメーカー名は、「メニコン」が30.7％と最も多く、次いで
「ジョンソン・エンド・ジョンソン」15.1％、「ボシュロム」11.8％、「シード」9.4％と続く（グラフ⑥） 。

現在使用しているコンタクトレンズは、どこで購入したかを聞くと、「眼科」30.0％、「コンタクトのア
イシティ」26.9％の２件で高い割合となった（グラフ⑦） 。

なぜそこで購入しようと思ったかでは、「近くにあるから」が37.4％と最も多く、次いで「調べて安
かったから」26.5％、「安心感があるから」26.0％、「クーポンを持っていたから」22.3％と続く（グラフ
⑧） 。

視力矯正をする商品を購入する店または医院を選ぶ一番のきっかけを聞いてみると、「近くにあ
るから」が35.0％と最も多く、次いで「チラシをみて」23.3％、「知人の紹介」19.1％が上位となった
（グラフ⑨） 。
次回、コンタクトレンズの購入先を変えるとしたら、どの理由が最もあてあまるかを選んでもらっ
たところ、「現在使用中のものより販売価格が安かった場合」が47.6％と最も多く、次いで「より安心
感のある購入先である場合」19.1％、「現在使用中のものより年間コストが安かった場合」13.4％と
なった（グラフ⑩）。

コンタクトレンズのケア用品は主にどこで購入するかを聞くと、「ドラッグストア」が71.0％と圧倒的
（グラフ⑪） 。

年代別にみると、どの年代においても「ドラッグストア」が最も多いが、20代、50代では「レンズと
同じ所で」購入している人も多く、約２割～３割となった。また、「購入していない」人は若い年代ほ
ど多い結果となった。

＜視力矯正商品変更の意向＞
現在、使用している視力矯正商品を今後別のものに変えようと思っているかを聞いたところ、「思
う」11.5％、「思わない」63.6％、「迷っている」23.2％であった。

年代別にみると、今後別のものに変えようと「思う」人は若い年代ほど多く、20代・30代・40代でそ
れぞれ1割以上となった（グラフ⑫） 。

視力矯正商品を今後別のものに変えようと「思う」「迷っている」人に、今後どのような商品で視力
矯正をしようと思っているかを聞くと、「コンタクトレンズ（使い捨て）」が35.3％と最も多く、次いで
「レーシック（視力矯正。回復手術）」が28.5％。

年代別でみると、50代・60代以上では「めがね」の選択が最も多く、50代では35.6％、60代以上
66.7％。30代・40代では「コンタクトレンズ（使い捨て）」がそれぞれ約4割前後と高い。また、 「レー
シック（視力矯正、回復手術）」 は若い年代ほど多く、20代では46.0％と約半数を占めている（グラ
フ⑬） 。
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調査期間 ： 2008年5月15日～21日実施
調査方法 ： リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」でのWEBアンケートを実施
集計数 ： 1775人／全国の女性

女性全体（2008年/全国）
「コンタクトレンズ」 アンケートサマリー

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。
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グラフ⑥ 現在使用（購入）しているコンタクトレンズのメーカー名は？
（複数回答） （n=958)

グラフ⑧ そこで購入した理由は？（複数回答）（ｎ=957）

グラフ⑩ 次回、コンタクトレンズの購入先を変えるとしたら、
最もあてはまる理由は？（n=962)

グラフ⑦ 現在使用中のコンタクトレンズの購入先は？
＜上位10件＞（n=941)

（％）

（％）

（％）

グラフ⑪ コンタクトレンズのケア用品の主な購入先は？
（ｎ=954）

グラフ⑫ 現在使用している視力矯正商品を、今後、別のもの
に変えようと思いますか？

（％）

グラフ⑨ 視力を矯正する商品を購入する店（医院）を選ぶ
一番のきっかけは？（複数回答）（ｎ=1552）（％）

＜現在、コンタクトレンズを使用（購入）している人のみ＞
＜現在、コンタクトレンズを使用（購入）している人のみ＞

＜現在、コンタクトレンズを使用（購入）している人のみ＞

＜現在、コンタクトレンズを使用（購入）している人のみ＞
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（％）

＜現在、コンタクトレンズを使用（購入）している人のみ＞

＜現在、コンタクトレンズを使用（購入）している人のみ＞

グラフ⑬ 今後、どのような商品で視力矯正をしようと思うか？

＜今後別の商品に変えようと「思う」「迷っている」と回答した人のみ＞
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＜コンタクトレンズに対するイメージ＞
コンタクトレンズに対するイメージは、「目が乾く」が51.4％、「便利」が50.0％と半数以上となった。
次いで「よく見える」49.2％、「運動に適している」43.5％、「ケアに手がかかる」43.2％と続く（グラフ
⑭） 。

＜最近のコンタクトレンズ事情について＞
【遠近両用】
コンタクトレンズに遠近両用のものがあることを知っているかでは、「知っている」68.4％、「知らな
い」31.6％となった（グラフ⑮） 。
年代別では、 「知っている」人は40代で70.7％、50代で75.1％と高い。

【ＵＶケア】
コンタクトレンズでＵＶケアができるものがあることを「知っている」人は61.4％、「知らない」人は
38.6％となった（グラフ⑯）。
年代別でみると、20代・30代・40代で「知っている」は６割以上となっており、50代・60代以上では5
割弱であった。

【自主企画商品】
レンズ販売会社による自主企画商品のコンタクトレンズがあることを知っているかを聞いたところ、
「知っている」と回答したのは21.8％、「知らない」と回答したのは78.2％であった（グラフ⑰）。
年代別では、30代・40代で「知っている」 が２割を超えた。

＜家族の代わりに購入＞
家族の視力矯正商品を代わりに購入することが「ある」のは11.6％ （グラフ⑱）。
誰の視力矯正商品を代わりに購入するのかを聞いたところ、「夫」28.4％で最も多く、次いで「子供
（大学生以上）」21.3％、「子供（高校生）」18.0％と続く。子供全体では63.9％となった（グラフ⑲）。

＜回答者プロフィル＞
■年代：20代10.1％、30代43.3％、40代30.3％、50代12.8％、60代以上3.5％、平均年齢40.14歳
■職業：専業主婦46.3％、フルタイムワーク25.1％、パート・アルバイトワーク23.5％、その他5.1％、
不明0.1％ ■配偶者：なし20.5％、あり79.5％ ■子供有無：あり61.4％、なし38.6％ ■居住地：北
海道0.9％、東北2.6％、関東41.3％（東京17.6％、神奈川県11.7％、千葉県6.4％、埼玉県4.6％、栃
木県0.5％、茨城県0.3％、群馬県0.2％ ）、北陸0.7％、甲信0.3％、東海6.0％、近畿39.1％（大阪府
17.2％、兵庫県14.5％、京都府4.7％、滋賀県1.7％、和歌山県0.7％、奈良県0.3％）、中国2.2％、四
国1.9％、九州5.0％。

＜調査実施＞リビング新聞（東京）

調査期間 ： 2008年5月15日～21日実施
調査方法 ： リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」でのWEBアンケートを実施
集計数 ： 1775人／全国の女性

女性全体（2008年/全国）
「コンタクトレンズ」 アンケートサマリー

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 3/3

グラフ⑭ コンタクトレンズに対するイメージは？
（複数回答）（n=1751)

グラフ⑮
コンタクトレンズに遠近両用のものが
あることを知っていますか？
（複数回答）（ｎ=1730）

グラフ⑱ 家族の視力矯正商品を代わりに購入する
ことがありますか？（n=1590)

（％）

知っている
68.4%

知らない
31.6%

＜最近のコンタクトレンズ事情＞ グラフ⑯
コンタクトレンズでＵＶケアが
できるものがあることを
知っていますか？
（複数回答）（ｎ=1730）

グラフ⑰
レンズ販売会社による自主企画商品
のコンタクトレンズがあることを
知っていますか？
（複数回答）（ｎ=1734）

グラフ⑲ 誰の視力矯正商品を代わりに購入しますか？
（ｎ=183）＜「ある」と回答した人のみ＞

（％）
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専業主婦

（ｎ=859）

フルタイムワーク

　　　　（ｎ=188）

パート・

アルバイトワーク

　　　　　(ｎ=290）

午前中

正午～午後４時前

午後４時～午後６時前

午後６時以降

時間があるときに行くのでまったくバラバラ

食料品の買い物、約９割が「３～４日に１回」以上
買い物の時間帯、専業主婦は「午前中」約５割、フルタイムワークは「午後６時以降」約４割

全国の既婚女性1458人に食料品の買い物について聞いた。

＜食料品の買い物頻度＞
食料品の買い物に行く頻度は、「毎日」が25.7％、「２日に１回」が30.4％、「３～４日に１回」34.0％、
「週に１回程度」8.4％と、 「３～４日に１回」が最も多く、約９割の人が「３～４日に１回」以上の頻度
で買い物に出かけている。（グラフ①－1）

年代別でみると、50代・60代以上では、「毎日」買い物に行く人が３割を超えており、50代では、
36.1％と、どの年代よりも高い。40代では「２日に１回」の割合が高く、37.2％となった。20代・30
代では、 「３～４日に１回」が３～４割、「週に１回程度」の割合が１割を超えており、年代が若いほ
ど買い物頻度が少ないことが分かる。（グラフ①－2）

職業別では、大きな差はあまりみられないが、フルタイムワークのミセスでは、「週に１回程度」
が15.4％と、他のセグメントの２倍以上となった。（グラフ①－3）

＜買い物の時間帯＞
最もよく買い物をする時間帯は、「午前中」が39.5％と最も多く、次いで「正午～午後４時前」
22.7％、「午後４時～午後６時前」14.3％、「時間があるときに行くので全くバラバラ」14.7％。（グラフ
②－1）

年代別にみると、「午前中」は30代・40代で４割を超えており、他の年代でも３割以上となっている。
また、「正午～午後４時前」は、20代では31.2％、60代以上では28.9％と高い。（グラフ②－2）

職業別の買い物時間帯では、専業主婦は「午前中」に買い物に行く人が48.4％と約半数を占め
ており、 「正午～午後４時前」は25.4％と、７割以上が午後４時までに買い物に行っている。
フルタイムワークのミセスでは、 「午前中」 「正午～午後４時前」はそれぞれ１割程度にとどまり、
午後４時までに買い物へ行くのは1/4程度。最も多いのは「午後６時以降」が36.2％と約４割、次い
で「正午～午後４時前」20.7％、 「時間があるときに行くので全くバラバラ」18.1％と、専業主婦と
は対照的な結果となった。（グラフ②－3）
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調査期間 ： 2008年3月6日～9日実施
調査方法 ： リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」でのWEBアンケートを実施
集計数 ： 1458人／全国の既婚女性

主婦（2008年/全国）
「食料品の買い物」 アンケートサマリー

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430
Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 1/2

グラフ①-1 食料品の買い物は、どのくらいの頻度でして
いますか？（n=1452)

グラフ①-3 食料品の買い物は、どのくらいの頻度で
していますか？

グラフ②-2 最もよく買い物に行く時間帯は？

全体

グラフ①-2 食料品の買い物は、どのくらいの頻度で
していますか？

年代別

グラフ②-１ 最もよく買い物に行く時間帯は？
（ｎ=1452）

職業別

グラフ②-3 最もよく買い物に行く時間帯は？

（％）
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92.6%

決まっていない
7.4%

＜食料品を買う場所＞
食品の買い物をする場所は基本的に決まっているかを聞いたところ、「決まっている」92.6％、
「決まっていない」7.4％と、買い物する場所が決まっている人が９割以上となった。（グラフ③）

食品の買い物をする場所を決めている人に、決めている買い物場所で利用が多い場所を聞くと、
「スーパー」が96.2％と圧倒的であった。次いで「生協」23.7％、「ドラッグストア」20.0％、「地元商
店街」11.6％、「ディスカウントストア」10.6％と続く。（グラフ④－1）

年代別でみると、「スーパー」の利用はどの年代においても９割以上となった。「生協」は40代以
上で高く、50代の利用は３割を超えている。 「ディスカウントストア」では、若い年代ほど利用が多
い 。また、反対に「百貨店」での利用は年代が高いほど多く、60代以上では15.7％となった。60代
以上では他にも、「地元商店街」28.1％、「コンビニエンスストア」5.6％が、他のどの年代よりも高く、
決まった買い物場所がより多い傾向がみられた。（グラフ④－2）

食品の買い物をする場所を決めていない人に、決めていない理由に最も近いものを選んでも
らったところ、「その日にお買い得な店を調べて利用している」61.0％が最も多く、次いで「出かけ
た先の店を利用する」33.3％となった。（グラフ⑤）

＜食料品を買うときの習慣＞
食料品を買うときの習慣について聞いたところ、買い物かごのスタイルは、「カートで買い物」する
人が61.5％、「かごを手で持って買い物」する人が38.5％となった。年代別でみると、20代では
半々。若い年代ほど「かごを手で持って買い物」する人が多い。（グラフ⑥）

また、よく行くスーパーの店内で、買い物をする順路は、「順路を決め、いつも同じ順序で買い物
するようにしている」が24.6％と約1/4。「特に決めていないが、なんとなく同じ順路を通っている」
72.8％、「いつも違う道順を通って買い物をしている」2.6％と、７割以上がなんとなく同じ順路を
通っており、大多数がほぼ同じ順路を通っていることがわかる。年代別でみると、年代が高いほど
順路を決めている傾向がみられた（グラフ⑦）。

＜回答者プロフィル＞
■年代：20代7.5％、30代39.8％、40代32.1％、50代14.3％、60代以上6.3％、平均年齢41.8歳 ■
職業：専業主婦59.3％、フルタイムワーク12.9％、パート・アルバイトワーク19.9％、その他1.9％、
不明6.0％ ■子供有無：あり75.7％、なし24.3％ ■末子年齢：未就学児29.6％、小学校低学年
8.5％、小学校高学年5.9％、中学生5.0％、高校生4.0％、大学・社会人以上20.4％、不明26.7％
■家族構成：単身0.3％、夫婦二人28.7％、夫婦と子供１人27.8％、夫婦と子供２人28.6％、夫婦と
子供３人以上6.1％、夫婦とその親2.3％、主婦と親・子供の３世代家族4.4％、それ以外1.6％、不
明0.1％ ■居住地：北海道1.3％、東北2.7％、関東43.7％（東京16.0％、神奈川県13.7％、千葉県
7.4％、埼玉県5.1％、栃木県1.0％、茨城県0.3％、群馬県0.2％ ）、北陸0.6％、甲信0.3％、東海
6.6％、近畿35.6％（大阪府16.0％、兵庫県14.6％、京都府3.2％、滋賀県1.2％、和歌山県0.5％、奈
良県0.1％）、中国2.7％、四国1.7％、九州4.5％。

＜調査実施＞リビング新聞（東京）

調査期間 ： 2008年3月6日～9日実施
調査方法 ： リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」でのWEBアンケートを実施
集計数 ： 1458人／全国の既婚女性

主婦（2008年/全国）
「食料品の買い物」 アンケートサマリー

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430
Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 2/2

グラフ③ 食料品を買う場所は決まっているか？
（n=1450)

グラフ④-2 決めている買い物場所で利用が多いのは？（複数回答）

グラフ⑤ 買い物場所を決めていない理由（n=195)

グラフ④-1 決めている買い物場所で利用が多いのは？
（複数回答） （n=1357)

（％）

（％）

全体
全体

（％）

グラフ⑥ 買い物かごのスタイルは？

グラフ⑦ よく行くスーパーの店内
で買い物をする順路は？

年代別

全体 年代別

＜買い物場所を決めている人のみ＞

＜買い物場所を決めている人のみ＞

＜買い物場所を決めていない人のみ＞

年代別



調査期間 ： 2007年11月16日～18日
調査方法 ： リビング新聞のウェブサイト「えるこみ」でのＷＥＢアンケートを実施
集計数 ： 1116人／（直近の半年間に１冊以上の本を読んでいる）全国の既婚女性

主婦（2007年/全国）
「ミセスの読書＜よく読む本＞」 アンケートサマリー

10

＜ミセスの読書量＞ ミセスの65％は平均１冊以上の本を読んでいる「読書好き」

・回答者の65.2％は半年間で６冊以上、月平均で１冊以上の本を読んでいる。

・半年間で31冊以上という読書好きも16.5％いる。
・年代では、50代までは上にいくほど読書量が多い人が増える傾向がある。

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430 Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 1/1
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11.3
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       全体

（N=1116）

20代以下

  （N=63）

     30代

（N=447）

     40代

（N=373）

     50代

（N=180）

60代以上

   （N=53）

１冊～５冊 ６冊～10冊 11冊～15冊 16冊～20冊 21冊～30冊 31冊以上

＜読書に期待すること＞ キーワードは「知」。新しい知識、実生活に活用できる知識、知的刺激に期待

・読書に期待することの1位は「新しい知識を得る」、2位は「実生活に活用できる知識を得る」と、知識へのニーズが高い。
・半年間の読書量別に比較すると、読書へ期待することの傾向に差が見られる。
読書量が多い層は、「知的刺激」「非日常体験」「ストレス解消」などを読書に求める人が、読書量が少ない層を上回る。

※直近の半年間に読んだ本の冊数
マンガ・雑誌は除く

55.7

40.7
36.2 35.6

27.7
21.3 20.2 18.6

9.8

0.5 1.4
0

10

20

30

40

50

60

70

新

し

い
知
識
を
得
る

実
生
活

に
活
用

で
き
る

知
識
を
得
る
　

 

　

 

知
的
刺
激
を
受

け
る

感
動
す
る

趣
味
を
深

め
る

悩

み
や
問
題
解
決

の

ヒ
ン
ト
を
得
る

 
 

非
日
常
を
体
験
す
る

ス
ト

レ
ス
解
消

ヒ

マ
つ
ぶ
し

期
待
す
る

こ
と
は
な

い

そ
の
他

※複数回答 （ｎ＝1103）

＜よく読む本のジャンル＞ ３大ジャンルは「日本人作家の小説」「実用書」「エッセイ・評論」

・ミセスが好きな本をジャンルで見ると、 「日本人作家の小説」と「実用書・専門書」がトップ２。
・ 「児童書・絵本」 は20代・30代が突出する。
・「エッセイ・評論」「ノンフィクション」「芸術」は、年代が上がるにつれて、支持率も上がっていく。
・「海外作家の小説」は、40代をピークに、30代・50代には25％弱の支持率はあるが、20代と60代には読まれない傾向がある。
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＜よく読む本のテーマ＞ 「サスペンス・ミステリー」「料理・グルメ」「恋愛・家族」「生き方・考え方」

・「料理・グルメ」「サスペンス・ミステリー」が高い支持を得た。

「料理・グルメ」は若い世代に、「サスペンス・ミステリー」は上の世代に支持されている。
・「よく読むテーマ」は年代によって傾向が大きく異なり、ミセスの読書はライフステージと強く結び付いていることが分かる。
・「よく読むジャンル」と合わせると、「料理・グルメ関連の実用書」、「サスペンス・ミステリー小説」がミセスの人気書籍と言える。
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＜回答者プロフィル＞
■年代 ＝20代以下 5.6％、30代 40.1％、40代 33.4％、50代 16.1％、60代以上 4.7％、平均年齢42.0歳。 ■職業 ＝専業主婦
62.5％、パート・アルバイト 20.1％、フルタイムワーク 12.3％、その他5.2％ ■居住地 ＝東京都 17.7％、神奈川県 15.1％、千葉
県 8.2％、埼玉県 5.3％、大阪府 14.4％、兵庫県 15.9％、その他23.4％ ■子供の有無 ＝あり72.9％、なし27.1％ ■同居の子
供の属性（複数回答） ＝乳幼児（未就園児）21.4％、幼稚園児・保育園児 18.7％、小学生 30.4％、中学生15.4％、高校生・高専
生15.5％、大学生・短大生・院生・予備校生・専門専修各種学生 13.4％、社会人 15.1％、子供はいるが同居はしていない 9.5％

＜調査実施＞ リビングくらしＨＯＷ研究所

（％）

全体

（％）

（％）

（％）

（％）

※複数回答

※複数回答



幼稚園児ママ（2007年／全国）
「ママの情報収集源」 アンケートサマリー

調査期間 ： 2007年9月実施
調査方法 ： 園児とママの情報誌「あんふぁん」2007年9月・10月合併号誌面アンケート調査
集計数 ： 500人／全国の私立幼稚園児をもつ既婚女性

グラフ① 【日常の買い物】 情報の入手先は？（複数回答） （全体Ｎ＝500）
日常の買い物は「チラシ」、子どもの習い事は「クチコミ」
レジャー情報は「雑誌」と使い分け

園児ママの「日常の買い物」に関する情報源は圧倒的に「チラシ」が85.8％と多い。「クチコ
ミ」情報を頼りにしている人も約４割いる。（グラフ①）
2006年に続いて、園児ママにとっては「チラシ」は情報収集に欠かせない存在のようである。

逆に「子どもの習い事」については圧倒的に「クチコミ」が多く、8割以上のママが情報収集
源としている。（グラフ②）

チラシやＤＭなど教室側からの情報ではなく、クチコミによる実際に通っている人などから
の情報を吟味しているようである。

一方「レジャー」に関する情報は「雑誌」「あんふぁん」が５割強（グラフ③） 。「あんふぁん」は
2006年の37.5%から50.2%と12.7ポイント増加している。

＜調査概要＞

●2007年9月実施のあんふぁん2006年9月・10月合併号誌面アンケートの回答から、500件を

集計

＜調査実施＞あんふぁん

雑誌

ＤＭ

あんふぁん

あんふぁん以外の無料情報誌

ラジオ

チラシ

クチコミ

テレビ

インターネット

新聞

その他

不明

12.4

9.0

8.4

8.0

4.8

3.4

0.2

4.6

0.2

10.8

37.0

85.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（全体Ｎ＝494）グラフ② 【子どもの習い事】 情報の入手先は？（複数回答）

15.6

9.0

8.4

4.8

4.0

3.8

-

8.4

80.8

29.4

12.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

雑誌

あんふぁん以外の無料情報誌

テレビ

新聞

ラジオ

クチコミ

チラシ

インターネット

ＤＭ

あんふぁん

その他

（全体Ｎ＝500）グラフ③ 【レジャー】 情報の入手先は？（複数回答）

47.8

34.2

22.8

19.0

17.8

3.6

2.8

3.0

0.2

42.2

50.2

54.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あんふぁん以外の無料情報誌

チラシ

新聞

ＤＭ

ラジオ

雑誌

あんふぁん

クチコミ

インターネット

テレビ

その他

不明

園児とママの情報誌「あんふぁん」 私立幼稚園に通う園児とママのための情報誌。子育て
情報はもちろん、地域密着情報を発信し子育てライフをサポートしています。

（あんふぁんサイト http://www.enfant.ne.jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

1/1Copyright© 2007 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 
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幼稚園児ママ（2007年／全国）
「ママの価値観」 アンケートサマリー

調査期間 ： 2007年4月実施
調査方法 ： 園児とママの情報誌「あんふぁん」2007年5月号誌面アンケート調査
集計数 ： 500人／全国の私立幼稚園児をもつ既婚女性

（全体Ｎ＝500）グラフ① 子どもが小さいうちは仕事を持つことに抵抗がありますか？

グラフ② 子育てはそこそこにして夫婦の生活を楽しみたいと思いますか？ （全体Ｎ＝500）

仕事、夫婦の生活よりも今は子育てに専念
リフレッシュも忘れない

「子どもが小さいうちから仕事を持つ」ことについては75.4%のママが抵抗感を示している
（グラフ①）。

2006年の81.8％から6.4ポイントとわずかながら減少しているが、この傾向は大きくは変化
しておらず「子育てに専念したい」という思いは強い。

「子育てはそこそこにして夫婦の生活を楽しみたい」については、79.6％が「そう思わない」
と回答している。 （グラフ②）

前問と合わせて考えても、今は何よりも子育てに集中したいママが多数派のようである。

また、「世の中の流行には敏感でいる」ように心がけているママは約６割（グラフ③）。「自分
自身の時間も大切に」しているというママも約7割（グラフ④）と、子育てを中心としながらも意
識的にリフレッシュを心がけている様子がうかがえる。

＜調査概要＞

●2007年4月実施のあんふぁん2007年5月号誌面アンケートの回答から、500件を

集計

＜調査実施＞あんふぁん

ややそう思う

18.4

あまり

そう思わない

53.0

そう思わない

 26.6

(%)非常にそう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

非常に

そう思う

30.0

ややそう思う

45.4

あまり

そう思わない

15.8 そう思わない

 8.8

(%)
非常にそう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

非常にそう思う

2.0

グラフ③ 日ごろから世の中の流行に敏感でいるよう心掛けていますか？ （全体Ｎ＝499）

非常に

そう思う

11.0

ややそう思う

47.8

あまり

そう思わない

33.8
そう思わない

7.4

(%)
非常にそう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

園児とママの情報誌「あんふぁん」 私立幼稚園に通う園児とママのための情報誌。子育て
情報はもちろん、地域密着情報を発信し子育てライフをサポートしています。

（あんふぁんサイト http://www.enfant.ne.jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

（全体Ｎ＝499）グラフ④ 自分自身の時間を大切にしていますか？

非常にそう思う

15.0
ややそう思う

52.6
あまりそう思わない

25.8

そう思わない

 6.6

(%)
非常にそう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

1/1Copyright© 2007 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 
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幼稚園児ママ（2007年／首都圏）
「家族旅行」 アンケートサマリー

13

行っていない

83.6
１回

8.8

２回

3.4

３回以上

4.2

(%)

行っていない １回 ２回 ３回以上

行っていない

28.8
１回

30.0
２回

23.7
３回以上

17.5

(%)

行っていない １回 ２回 ３回以上

調査期間 ： 2007年10月実施
調査方法 ： 園児とママの情報誌「あんふぁん」読者へのアンケート郵送調査
集計数 ： 500人／首都圏の私立幼稚園児をもつ既婚女性

（全体ｎ＝500）

旅行経験者 平均 2.1回
全体 平均 1.5回

グラフ① 過去１年間に、帰省以外に園児を連れて国内旅行に何回行きましたか？過去１年間で国内への子ども連れ旅行経験者は7割。旅行回数は2.1回
子ども連れ海外旅行経験者は2割。旅行回数は2.4回

過去1年間に子どもを連れて国内旅行に行ったという家庭は約7割、旅行回数の
年間平均は2.1回と2006年と変わらなかった。

一方、園児が生まれてから今までに、海外旅行に行った家庭は16.4%と、2割に満
たない。子どもが小さいうちは海外旅行へはなかなか行きづらいようだ。海外旅行
経験者の平均回数は2.4回と2006年とほぼ変わらない結果となった。

＜調査概要＞

●2007年10月実施の「あんふぁん」読者への郵送調査の回答から、500件を集計

＜調査実施＞あんふぁん

（全体ｎ＝500）グラフ② 子供の誕生後、子供連れで海外旅行に何回行きましたか？

旅行経験者 平均 2.4回
全体 平均 0.4回

園児とママの情報誌「あんふぁん」 私立幼稚園に通う園児とママのための情報誌。子育て
情報はもちろん、地域密着情報を発信し子育てライフをサポートしています。

（あんふぁんサイト http://www.enfant.ne.jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

1/1Copyright© 2007 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 
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一年中

している

44.5%

日差しの強い

季節だけして

いる

9.8%

気がむいたと

きにしている

28.3%

していない

17.4%

首都圏の女性538人（未婚 74.5％、既婚 25.5％）に、美容（ＵＶケア・美白ケア）について聞いた。

＜ＵＶケア＞
半数以上がＵＶケアを「一年中している」、ＵＶケアを始める時期は「５月」が最多

ＵＶケアをしているかは、「一年中している」人が53.4％と半数以上となった。次いで「日差しの強い
季節だけしている」34.5％、「気がむいたときにしている」8.4％、「していない」3.7％となった（グラフ①）。
また、「日差しの強い季節だけしている」と回答した人に、ＵＶケアを始める時期を聞いたところ、「５
月」36.8％が最も多く、次いで「４月」29.1％、「７月」13.2％と続く。どの年代においても「５月」からＵＶ
ケアを始める人が最も多かった（グラフ②）。

＜美白ケア＞
美白ケアを「一年中している」人は44.5％

美白ケアをしているかは、「一年中している」44.5％、「日差しの強い季節だけしている」9.8％、「気
がむいたときにしている」28.3％、「していない」17.4％となった（グラフ③）。どの年代においても「一年
中している」人が最も多かった。「気がむいたときにしている」人は、30代以上よりも20代の方が多
かった。

ケアの方法は「化粧水・美容液・クリームなどを肌に塗る」が圧倒的
サプリメントや医薬品は、「毎日」「夜」に飲む

美白ケアをしている人に、どんな美白ケアをしているか聞いたところ、「化粧水・美容液・クリームな
どを肌に塗る」90.9％が圧倒的だった。次いで「パックをする」38.4％、「サプリメント・医薬品を飲む」
31.4％と続く（グラフ④）。

「サプリメント・医薬品を飲む」と回答した人に、いつ飲むようにしているか聞いたところ、「毎日」
80.5％、「平日だけ」15.0％、「休日だけ」4.5％となり、毎日飲んでいる人が圧倒的だった（グラフ⑤-
１）。また、「毎日」飲む人は年代が上がるほど多くなった。
飲む時間帯は、「朝」32.0％、「昼」9.4％、「夜」58.6％となり、「夜」に飲む人が最多となった。「朝」に
飲む人は年代が上がるほど多く、「夜」に飲む人は年代が若いほど多かった（グラフ⑤-２）。
また、実際にサプリメントや医薬品を決めたペースで飲めているかは、「ほとんど忘れずに飲めてい
る」36.4％、「たまに忘れる」43.2％、「よく忘れる」17.4％、「ほとんど忘れる」3.0％となった（グラフ⑥）。

調査期間 ： 2008年5月実施
調査方法 ： シティリビングの公式サイト「Citywave」でのＷＥＢアンケート
集計数 ： 538人／首都圏の女性

ＯＬ（2008年/首都圏）
「ＵＶケア・美白ケア」アンケートサマリー

シティリビング オフィスで働く女性のための情報紙。一流企業で働くＯＬとのコミュニケー
ションを最も効率よく実現するためのマルチアプローチを展開しています。

（シティリビングについて詳しくは http://cityliving..jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430
Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 

（グラフ①）

ＵＶケアをしているか （n=534）

（グラフ②）

＜「日差しの強い季節だけしている」人＞

ＵＶケアを始める時期 ※単数回答 （n=182）

（グラフ④） ＜美白ケアをしている人＞

どんなケアをしているか ※複数回答

（n=430）

（%）

（グラフ⑥）

＜サプリメント・医薬品を飲む人＞

決めたペースで飲めているか

（n=132）
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（グラフ③）

美白ケアをしているか （n=530）
（%）

（グラフ⑤-１）

＜サプリメント・医薬品を飲む人＞

いつ飲むか【日にち】 （n=133）
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80.5%
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15.0%

休日だけ

4.5%

（グラフ⑤-２）

＜サプリメント・医薬品を飲む人＞

いつ飲むか【時間帯】 （n=128）
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調査期間 ： 2008年5月実施
調査方法 ： シティリビングの公式サイト「Citywave」でのＷＥＢアンケート
集計数 ： 538人／首都圏の女性

ＯＬ（2008年/首都圏）
「ＵＶケア・美白ケア」アンケートサマリー

顔のシミが「気になる」人は86.1％

顔のシミが気になるかを聞いたところ、「とても気になる」42.9％、「まあ気になる」43.2％、「あまり気
にならない」10.5％、「全く気にならない」3.4％となり、顔のシミを多少なりとも気にしている人は86.1％
となった（グラフ⑦）。年代別にみると、「とても気になる」人は年代が上がるほど多くなり、35歳以上で
は51.6％となった。

＜回答者プロフィル＞
●年齢：20代 33.5％、30～34歳 37.9％、35歳以上 28.6％。平均年齢 31.6歳。
●居住地：東京都 66.5％、神奈川県 11.9％、埼玉県 11.7％、千葉県 9.7％、茨城県 0.2％。
●未既婚：未婚 74.5％、既婚 25.5％。
●世帯タイプ：親と同居（独身） 37.2％、一人暮らし 31.8％、夫婦二人暮らし 18.4％、
夫婦と子供 5.6％、その他 7.0％。
＜調査実施＞シティリビング

とても

気になる

42.9%
まあ

気になる

43.2%

あまり

気になら

ない

10.5%

全く

気になら

ない

3.4%

（グラフ⑦）

顔のシミが気になるか （n=532）

シティリビング オフィスで働く女性のための情報紙。一流企業で働くＯＬとのコミュニケー
ションを最も効率よく実現するためのマルチアプローチを展開しています。

（シティリビングについて詳しくは http://cityliving..jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430

2/2Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 
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首都圏の女性538人（未婚 74.5％、既婚 25.5％）に、ダイエットについて聞いた。

９割弱がダイエットに関心が「ある」、自分の体型には「やや不満」38.2％

ダイエットに関心があるかは、「ある」87.6％、「ない」12.4％となり、９割弱がダイエットに関心がある
と回答した（グラフ①）。

自分の体型に満足しているかは、「とても満足」0.9％、「まあ満足」18.0％、「どちらともいえない」
13.7％、「やや不満」38.2％、「とても不満」29.1％となり、自分の体型に多少なりとも不満を持っている
人は７割弱となった（グラフ②）。どの年代においても「やや不満」が最も多かった。

約半数が現在ダイエットを「している」、理由は「キレイになりたい」！

現在ダイエットをしているかは、「している」52.0％、「していない」48.0％となり、どの年代においても
半数以上が現在ダイエットをしている（グラフ③）。
また、現在ダイエットを「している」人に理由を聞いたところ、「キレイになりたい」70.7％、「好きな
ファッションをしたい」65.6％、「体が重い」52.9％と続く（グラフ④）。「キレイになりたい」「人の視線が
気になる」は若い年代ほど多く、「若く見られたい」は年代が上がるほど多くなった。

現在ダイエットをしている人に、ダイエット方法を聞いたところ、「食事制限（お菓子を食べない、食
事量を減らすなど）」58.9％が多く、次いで「自宅での軽い運動」38.5％、「スポーツクラブなどで運動」
34.5％と続く（グラフ⑤）。どの年代においても「食事制限（お菓子を食べない、食事量を減らすなど）」
が最も多くなった。35歳以上では「スポーツクラブなどで運動」が20代に比べ多かった。

【現在しているダイエットの月々の金額】 ※ダイエットをしている人のみ回答
■スポーツクラブでの運動
「5000円超～１万円」59.1％が最も多かった。次いで「１万円超～２万円」21.6％、「2000円超～5000
円」13.6％と続く（グラフ⑥-1）。どの年代においても「5000円超～１万円」が最も多かった。
■スポーツクラブ以外の運動
「2000円超～5000円」37.5％、「2000円以下」25.0％、「5000円超～１万円」21.4％と続く（グラフ⑥-2）。
20代は「2000円以下」、30代以上は「2000円超～5000円」が最も多かった。
■ダイエット食品・サプリメント
「2000円超～5000円」48.0％、「2000円以下」33.7％、「5000円超～１万円」12.2％と続く（グラフ⑥-3）。
どの年代においても「2000円超～5000円」が最も多かった。
■エステ
「5000円超～１万円」46.9％、「２万円超」21.9％、「2000円超～5000円」「１万円超～２万円」
各15.6％となった（グラフ⑥-4）。どの年代においても「5000円超～１万円」が最も多かった。また「２万
円超」は若い年代ほど多くなった。

調査期間 ： 2008年5月実施
調査方法 ： シティリビングの公式サイト「Citywave」でのＷＥＢアンケート
集計数 ： 538人／首都圏の女性

ＯＬ（2008年/首都圏）
「ダイエット」アンケートサマリー

シティリビング オフィスで働く女性のための情報紙。一流企業で働くＯＬとのコミュニケー
ションを最も効率よく実現するためのマルチアプローチを展開しています。

（シティリビングについて詳しくは http://cityliving..jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430
Copyright© 2008 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 1/2

（グラフ①）

ダイエットに関心があるか （n=532）

（グラフ②）

自分の体型に満足しているか （n=532）

（グラフ③）

現在ダイエットをしているか （n=531）

（グラフ④） ＜ダイエットをしている人＞

ダイエットしている理由（上位８位） ※複数回答
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（グラフ⑤） ＜ダイエットをしている人＞

ダイエット方法（上位８位） ※複数回答 （n=275）

（グラフ⑥-1）＜ダイエットをしている人＞

月々の金額【スポーツクラブでの運動】

（n=88）
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（グラフ⑥-2）＜ダイエットをしている人＞

月々の金額【スポーツクラブ以外での運動】

（n=56）

（グラフ⑥-3）＜ダイエットをしている人＞
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（n=98）

（グラフ⑥-4）＜ダイエットをしている人＞

月々の金額【エステ】

（n=32）

2000円

以下

33.7%

～5000円

48.0%

～１万円

12.2%

～２万円

4.1%

２万円超

2.0%

平均：5144円



調査期間 ： 2008年5月実施
調査方法 ： シティリビングの公式サイト「Citywave」でのＷＥＢアンケート
集計数 ： 538人／首都圏の女性

ＯＬ（2008年/首都圏）
「ダイエット」アンケートサマリー

ダイエットの課題は「食欲を抑えきれない」61.5％

ダイエット生活上での課題は、「食欲を抑えきれない」61.5％が最も多く、次いで「飲みの誘いを断れ
ない」36.7％、「運動が続かない」36.4％と続く（グラフ⑦）。どの年代においても「食欲を抑えきれな
い」が最も多かった。

今後してみたいダイエットは「スポーツクラブなどで運動」43.0％

全ての人に、今後してみたいダイエットを聞いたところ、「スポーツクラブなどで運動」43.0％、「ジョ
ギング・ウォーキング」35.7％、「エステ」35.3％と続く（グラフ⑧）。「エステ」は若い年代ほど多く、「自
宅での軽い運動」「食事制限（お菓子を食べない、食事量を減らすなど）」は年代が上がるほど多く
なった。

会社でこの春からメタボに関する指導・取り組みが実施された会社に勤めている人に、その内容に
ついてフリーアンサーで聞いたところ、「会社でウォーキングを実施している。自由参加だが、目的を
達成すると図書券がもらえる」、「健康診断で、内臓的・見た目的にひっかかった人は、半強制的に社
員食堂の低カロリーメニューを食べさせられる」、「ＨＤＬの数値等、健康診断の項目が増えた。事業
部毎に専属の保健師が設定され、いつもで気軽に相談できるようになった」などが挙がった。

＜回答者プロフィル＞
●年齢：20代 33.5％、30～34歳 37.9％、35歳以上 28.6％。平均年齢 31.6歳。
●居住地：東京都 66.5％、神奈川県 11.9％、埼玉県 11.7％、千葉県 9.7％、茨城県 0.2％。
●未既婚：未婚 74.5％、既婚 25.5％。
●世帯タイプ：親と同居（独身） 37.2％、一人暮らし 31.8％、夫婦二人暮らし 18.4％、
夫婦と子供 5.6％、その他 7.0％。
＜調査実施＞シティリビング

43.0

35.7 35.3
31.2

22.0
17.7

13.7 11.3 10.7

2.3
5.3

0

10

20

30

40

50

ス
ポ

ー

ツ
ク

ラ

ブ

な

ど

で
運

動

 
 

ジ

ョ
ギ

ン
グ

・

ウ

ォ
ー

キ

ン
グ

エ
ス
テ

自

宅

で

の
軽

い

運

動

 
 
 
 

食

事

制

限

 
 
 

（
お

菓

子
を

食

べ

な

い
な

ど

）

 
 

ダ

イ

エ

ッ
ト
食

品

の
利

用

 
 
 
 

断

食
ス
リ

ミ

ン
グ

剤

な

ど

で

の

ケ

ア

低

イ

ン
シ

ュ
リ

ン

ダ

イ

エ

ッ
ト

 
 

単

品

ダ

イ

エ

ッ
ト

 

（
た

ま

ご

・
グ

レ
ー

プ

フ

ル
ー

ツ
な

ど

）

そ

の
他

（グラフ⑧） 今後してみたいダイエット ※複数回答 （n=532）

（%）

（%）

（グラフ⑦） ＜ダイエットをしている人＞ダイエット生活での課題

※複数回答 （n=275）
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シティリビング オフィスで働く女性のための情報紙。一流企業で働くＯＬとのコミュニケー
ションを最も効率よく実現するためのマルチアプローチを展開しています。

（シティリビングについて詳しくは http://cityliving..jp/ ）

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループの
マーケティングカンパニーです。あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、
効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイト http://www.kurashihow.co.jp

問い合わせ TEL03-5216-9420 FAX03-5216-9430
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